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下越地協は、7月3日（木）１５時から新発田市地域交

流センターにおいて各構成組織から出席・委任含め

て52名で第37回地協委員会を開催しました。議長に

JP労組下越支部の福井正史氏を選出し、小林地協

議長より「集団的自衛権について平和主義・基本的

人権・国民主権の最大原則を堅持し、十分時間をか

けて議論してもらいたい。また労働者保護ルール改

悪など取り組む課題も多くある。」と挨拶がありました。

来賓の連合新潟岡島副事務局長からは、連合新潟

第54回地方委員会での2014春季生活闘争中間まと

めの提案内容の報告と連合新潟が取り組んでいる労

働者保護ルールの状況説明がありました。2014年前

半の活動報告では、「2014春季生活闘争」「第 85回

地区メーデー」「地協支部強化交流会」「STOP THE 

格差社会暮らしの底上げ」「下越ライフサポートセンタ

ー」などの報告があり、質疑応答の後、満場一致の拍  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

した。その後中間決算報告・会計監  
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手で承認されました。その後、中間会計報告、同監

査報告が承認され、審議事項である2014春季闘争

のまとめでは、全国的においても月例賃金の底上げ

へのこだわりにより、賃金レベルそのものが引き上がっ

たが、下越地協では厳しい企業環境の中、対前年度

より妥結額は増加したものの、ベースアップの実施ま

では難しい現状でした。今後も「底上げ・底支え」の

賃金要求は継続的な運動で「働くことを軸とする安心

社会」に向けて取り組む事を確認しました。2014年後

半の活動では、組織拡大の取り組み、平和運動の取

り組み、自治体に要請する政策課題要求の取り組み、

食と環境の取り組み、新潟職業能力開発短期大学

の見学等の提案や幹事2名の交代が提案され、全て

の議事は満場一致の拍手により承認されました。最

後に佐藤副議長の団結ガンバロー三唱で第37回地

協委員会は無事に終了しました。 

 
日本労働組合総連合会新潟県連合会・下越地域協議会  

957-0054 新発田市本町 1-1-6 総合生協会館内  

TEL0254-26-3705    FAX0254-26-0556 

 

＜第 37 回地協委員会開催される＞ 
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 6 月 12 日（木）第 3 回下越地区労副協定期総

会ならびに第 5 回下越ライフサポートセンター

通常総会が開催されました。小林理事長が総会

議長を務め、来賓として新潟県労働者福祉協議

会の山田専務理事、新発田公共職業安定所の田

中所長、新発田地域高齢者協議会の渡部事務局

長から挨拶を頂きました。下越労福協は、設立

から 3 年目を迎え、昨年度は「生き心地のよい

地域社会をめざしてｉｎ新発田」を開催して下

越労福協運動を周知してきました。また下越ラ

イフサポートセンター活動は昨年度の相談件数

は 68 件で目標の 100 件には届きませんでした。

今後も周知活動の強化の方針を確認しました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 7 月 4 日 (金 )14 時から伊藤五泉市長に「第 4

回いきいき消費者行政パートナーショップ」の

表彰状を授与いたしました。2013 年度に下越地

区労福協・労金育成会が五泉市にお願いし「マ

ネートラブルにかつ！」を全戸配布しました。

この活動が全国消費者団体連絡会で進めている

「消費者視点に基づく行政の実現をめざす」事

例として、地方公共団体の表彰に該当しました。

近藤労金五泉支店長、波田野常任推進委員長、

久志田事務局長が出席しお渡ししました。今回

の表彰は五泉市の他に、村上市、阿賀町にも授

与いたしました。これからも、県内全戸配布に

向けて、未実施自治体と協議を進めていきます。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新病院に向けた市民対話集会  

7 月 5 日 (土 )阿賀野市京和荘で、「新病院に向けた  

市民対話集会」が開催されました。厚生連阿賀野  

支部では、阿賀野市の新病院建設に向けて医師の  

確保・充足をはかり救急医療体制の充実と市民に     

支えら市民に期待される病院を目指して阿賀野市、  

市民団体、連合阿賀野支部、厚生連で「阿賀野地  

               域の医療をよく  

               るする会」を結  

               成し、市民への  

               情報発信をしま  

               す。今回、市民  

               50 名が出席し、  

               講演会・対話集  

               会を開催し、多  

               くの意見、要望  

               が出されました。    

                 

＜下越地区労福協第 3 回総会＆  

下越 LSC 第 5 回通常総会開催される＞  

第 4 回いきいき消費者  

行政パートナーショップ表彰  

五泉伊藤市長表彰お渡し  

 

【自治体要請アンケート】  

連合下越地協では、組合員の住む自治体への要望や

組合の要求を集約し、自治体に要請する「アンケート」を

本年も実施します。アンケートは各地域の連合組織内議

員の協力を得ながら精査し、各自治体へ要請します。 

要請の内容と回答は、フィードバック出来るように幹事

会、各支部で検討していきます。ご協力の程、よろしくお

願いいたします。 

 

 
「ピースウォーク in しばた」  

8 月 2 日 (土 )16:00～新発田市生涯学習センターをス

タート・ゴールとして、平和をアピールしながら市

内を歩き、チェックポイントで平和クイズを行いま

す。クイズの全問正解者にはアイス補助券や景品を

差し上げます。夏休みの夕方、新発田市内の探索を

家族で楽しみませんか？多くの方のご参加をお待

ちしております。  

 


